
世田谷区福祉人材育成・研修センター 専門性向上研修

令和６年４月から介護事業者へ法定化された、BCP（業務継続計画）の形骸化を
防ぎ、現実に即した改善点を、職員一人ひとりが見出せる力を身につけ、実際の災
害被害をリアルにイメージし、自事業所・自施設のリスクを「自分ごと」として捉
える力を養うことが必要となります。
被害想定とBCPのギャップを分析し、「真に機能するBCP」への見直
しの第一歩を踏み出せることを目指します。

対 象

世田谷区内で介護サービス事業所・施設を運
営する法人担当者、管理者等

災害対策研修

申込方法

までに

※申込後、確認メールが届きます。メールが届かない
場合はご連絡ください。

※申込で頂いた個人情報につきましては、研修の目的
以外には使用いたしません。

内 容

講 師

注意事項

研修および研修資料等（動画含む）について、
録音・録画・複製・撮影等、また第三者への
提供、インターネット上での公開を一切禁止します。

視聴期間

受講方法

（１）受講申込者の登録メールアドレス宛に、
視聴用URLが届きます。

（２）動画視聴期間に視聴します。
（３）動画視聴後に受講報告・アンケートを

入力します。
研修センターホームページで研修受講
事業所として公表します。

①形だけでは意味がない！本当に機能するBCPとは＜約40分＞
能登半島地震における課題をはじめ震度による被害の程度、BCP策定・見
直しの意義などを学びます。

②被害想定演習（地震）＜約20分＞
自事業所・自施設の被害想定を「あなたのまちの直下型地震」サイトを使い、
分析します。

【共通編】全
員

入所施設における優先業務と資源確保＜約60分＞【入所編】

選
択

訪問系事業者における優先業務と資源確保＜約60分＞【訪問系編】

被害想定を分析後、課題分析ワークシートを活用し、「もっともまずい弱点TOP３」を明らか
にすることで、各事業者・施設等のリスクを浮き彫りにし、BCP見直しのきっかけとします。

〔担当〕
世田谷区福祉人材育成・研修センター

中村・青木
電話：6379-4280
FAX：6379-4281


